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SRA の技術情報誌 

プロジェクトを円滑に進める

SRAの取り組み 

 ～品質監理組織の対応例～ 
 

斎藤 直樹 

技術本部 生産性・品質監理部 

 はじめに 

システム開発プロジェクトでは、ともすれば、大幅なコスト超過やスケジュール遅延、そ

して大きな品質問題が起きかねません。そのような事態が生じたプロジェクトを SRA では

「ヨレ」状態と呼んでいます。今回は、SRA の品質監理組織 で取り組んでいる、ヨレプロ

ジェクトを未然に防止する取り組みをご紹介します。なお本レポートはプロジェクト当事者

やその担当組織といった第一線（First Line of Defence）の立場ではなく、第二線

（Second Line of Defence）の立場にある品質監理部門の視点で書いています。SRA の取

り組みが少しでも皆様のご参考になれば幸いです。 

⚫ プロジェクトの QCDS とヨレ 

⚫ プロジェクトがヨレる原因 

⚫ SRA のヨレ防止対応 

 

なお本書では要件定義が明確に決定した後のシステム開発プロジェクト（工程で言うと基

本設計以降）を扱います。 
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 プロジェクトの QCDSとヨレ 

PMBOK （Project Management Body of Knowledge）ではプロジェクトを「独自のプ

ロダクト、サービスを創造するために実施する有期の活動」と定義しています。ここでは、

何かを作り出すこと、そして期限があることの 2 点がポイントです。またシステム開発では

QCDS（品質(Quality)、コスト(Cost)、納期(Delivery)、範囲（Scope)）と呼ばれるマネ

ージメント指標があります（製造業では S が安全(Safety)を示す場合が多いのでご注意くだ

さい）。 

PMBOK のプロジェクト定義と QCDS を合わせると、プロジェクトは、 

⚫ プロダクト、サービスのシステム境界や開発作業の範囲（Scope)を定めて、 

⚫ 決定したコスト(Cost)内で、 

⚫ 品質(Quality)を確保して、 

⚫ 納期(Delivery)を守り 

プロダクト、サービスを完成させる活動だと私は考えます。 

ここでヨレるとは、当初計画していたものとは異なる状況になること、例えば、 

⚫ 品質(Quality)：要件と違う（バグがある、性能がでない・・）、そもそも動かない 

⚫ コスト(Cost)：コストが超過 

⚫ 納期(Delivery)：納期が超過 

⚫ 範囲（Scope)：開発作業（例えば現行システムとの比較作業など）不足している 

となることなどを指しています。 

 プロジェクトがヨレる原因 

ヨレの原因は実に多くのものがあります。最終的にコスト(Cost)、納期(Delivery)に現れ

ます。特に納期(Delivery)の遅延は間違いなくコスト(Cost)超過を生じます。ただこの 2 つ

は結果であり、その原因は範囲（Scope)、品質(Quality)の問題です。図１にプロジェクト

のヨレ発生との関係を概念図として示します。 



 

 

 

3 

 

図１ QCDS とプロジュジェクトの大ヨレ発生との関係 

 

図１を説明すると 

(ア) スコープの拡大・見積誤り（範囲やタスクや成果物のもれ・見落とし。規模の間違い、

要件変更受け入れ） 

(イ) 品質不足（品質目標未達、目標自体が間違い） 

(ウ) 生産性の過大評価 

が大きな問題要因であると思います。これらに問題があると、図の矢印の下にある工数を表

す数式で分子の増加や分母の減少がおこり、結果として工数が膨らみ、コストが超過するこ

とを示しています。 

もう少し深堀してみます。例えば（イ）品質不足になる理由として経験上感じるのは、 

⚫ 開発技術力（投入人材の経験やスキル）不足 

⚫ テストケース不足やテスト結果確認が不足 

⚫ 設計書の記載が不足 

⚫ 顧客の考え方やルール・標準化や作法の理解不足・コミュニケーション不足 

などです。 

プロジェクトでは上記のような不足が課題として生じ、QCDS が計画どおりにならないこ

とがあります。絶えずこのような課題を修復しながらプロジェクトを進める必要があります。 
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 SRA のヨレ防止対応 

組織としてすべきことは、プロジェクト事例を集めて研修などで共有することと、第二線

によるチェックを実施することです（表１）。簡単ではありますが実例としてご紹介します。  

まず、「べしべからず」は過去のプロジェクト事例から問題点を例にどうすべきだったか

をノウハウ集として品質監理部門がまとめ、社内で研修を実施しています。図２はその一部

です。 

第二線によるチェックでは、一定規模以上の請負案件について、月に一度、該当するプロ

ジェクトについて、品質監理組織によるレビューを実施しています。図３には見積時に使う

チェックを載せています。さらに、「重点会議」という QCDS を確認する会議も行ってい

ます。初回の会議で確認する内容の一部を図４に載せています。ヨレを防止するために、こ

こでは６つの初めて（顧客、業務、現行システム、技術、ビジネスパートナ、PM）を確認

しています。例えば、今まで利用したことのない技術を使う場合、性能が予定通りでない、

あるいは、思った通りの機能が作りこめないことがあります。そのようなリスクを認識して、

例えば基本設計の前にプロトタイプを作成することなどを実施しているか、などを確認しま

す。 

 

表１ SRA のヨレ防止施策 

対応 概要 

知見のまとめと教

育 

「べしべからず」として過去の失敗をまとめている。大ヨレの事例ついて

その真因を考えるためになぜなぜ分析も行うことで、単語ではなく意味を

理解することを目指している。特定の年次の SRA 社員全員が受講する 

第三者チェック 

見積、重点会議 

一定規模以上の一括請負プロジェクトで提案前に見積チェック、受託後に

は重点会議で QCDS を該当プロジェクトメンバーと品質監理部が月 1 回確

認する。 
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図２ べしべからずの一部（見積時） 

 

 

図３ 見積チェックリストの一部 

 

 

図４ 重点会議 チェック項目の一部（初回チェック ６つの初めて） 

No 分類 必須 チェックl項目 評価

7 ★ 見積技法と実施者

8 スケジュール

9 ★ 再見積

10 ★ 現行システム知識

11 ★ 業務知識

12 ★ 技術知識

13 ★ 開発環境

14 開発以外の工数

15 ★ 成果物一覧

16 ★ 成果物内容

17 オフショア成果物

見積を見直すタイミングを明示しているか。（要求定義後および、基本設計後での見直しを基本とする）

複数の見積技法（1つは規模と生産性から出したものを使用すること）および、複数名で算出したか。

現行システム知識は保有しているか不足をどう補うか。

作成成果物が一覧化されているか。納品物は必要最小限か。

開発以外の工数を考慮しているか。また、根拠はあるか。

成果物の量および、記述レベルが顧客と合意できているか。特に新規顧客の場合は、顧客ルールの有無および、記載レベルの確認は必須。

必要な業務知識を保有しているか。また、不足をどう補うか。

チェック観点

経験のある開発環境か。また、テスト等で複数の面を立ち上げる配慮をしているか。

必要な技術知識を保有しているか。また、不足をどう補うか。主な技術と　担当チームとして経験を記載。

工程毎のスケジュールに根拠および整合性はあるか。（COCOMOとの比較等）

見積粒度

　（甘い見積りの抽出）

オフショアとの成果物の取り決めは、顧客と合意した内容となっているか。
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なお、SRA では、万が一、プロジェクトがヨレになりそうな場合には、それを未然に防

止すべく、全社をあげて対応する通称「レッドプロジェクト」と呼ぶ仕組みを導入していま

す。 

 .おわりに   

SRA が取り組んでいるプロジェクトを円滑に進めるための活動を紹介しました。ヨレプロ

ジェクトが発生すると顧客に、多大なご迷惑をおかけします。また自社の経営にもインパク

トが大きいものです。場合によっては、対応したメンバーが倒れてしまうことがあります。

こうなると、社員の心身の健康問題にとどまらず、他のプロジェクトや次のプロジェクトに

も悪影響を及ぼしかねません。 

SRA では、一定規模以上のプロジェクトについて第二線によるチェックを行うこと、そ

して過去の知見をまとめ、教育し、社員一人一人の意識を高めることで、ヨレプロジェクト

となることを未然に防いでいます。このような活動には終わりはありません。今後もさらに

進化させて、プロジェクトを円滑に進めまて参ります。 
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